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Recently， there have been many red tide blooms reported in japan， especially in the 
inland sea regions， including the Seto Inland Sea， Maizuru 8ay and Kagoshima Bay in 

summer and fall seasons. Members of the genus Chaitonella have been recognized as the 
main component of red tides and they often cause severe damage to the fishery of cul-
tured yellowtail and sea bream. 

Many strains of Chattonella have been isolated and maintained in culture in fishery 
stations or universities near the coasts where red tides occur. However， almost all the 

isolates remain to be identified because there is no workable identification system owing 
to the lack of detailed information about their ultrastructure. The following sev巴nstrains 

of Chattonella were examined by means of laboratory culture and electron microscopy to 
obtain more reliable taxonomic characteristics : Hiroshima-70，一71，ー78，Maizuru-75， Harima 
78， Kagoshima-78 and Osaka-79. They are fundamentally the same in their internal 

structure but， on the basis of their cell size， they can be classified into two forms: the 
larger form to which Hiroshima-70， -71， Harima-78， and Osaka-79 belong， and the smaller 

form， to which Maizuru-75， Hiroshima-78 and Kagoshima-78 belong. 80th of these 

japanese representative forms differ from the type species of Chattonella， C. subsalsa， 
mainly in having thylakoids penetrating the pyrenoid matrix. 
On the basis of our research， we suggest that the larger form of the japanese Chat-
tonella should be assigned to C. antiqua (HADA) ONO， while the smaller one is similar to， 
if not identical with， Hornellia marina described by SUBRAHMANYAN (1954)， being treated 
as a separate entity from C. subsalsa. Since Hornellia is regarded to be congeneric with 
Chattonella， the following new combination is proposed; Chattonella marina (SUBRAH-

MANYAN) HARA et CHIHARA comb. nov. 8asionym: Hornellia marina SUBRAHMANYAN， 

Indian j. Fish.， 1， 200， f. 1-14， 1954. 

Key lndex Words: Chattonella; Chattonella marina comb. nov.; RaPhidophyceae; red 

tides; taxonomy; ultrastrucfure. 
Yoshiaki Hara and Mitsuo Chihaγa， lnstitute 01 Biological Sciences， The University 
01 Tsukuba， Sakura-mura， lbaraki， 305 japan. 

ここ数年来，春から立にかけて，日本沿岸水域，と

くに内海および内湾域では向い頻度で、赤潮が発生す

る。赤潮を構成する植物性プランクトンは多縄頬にわ

たるが，その中でとくにラフィド藻綱のンャットネラ

属(Chattonella;従来一般にはホルネリア Hornellia

と呼称されていた)の樋煩は発生水域のハマチやタイ

*本研究は文部省科学研究費補助金，課題需け374220，
課題番号554218，水産庁受託研究およびトヨタ財問
研究助成金による研究の一部。

などの養殖魚を幣死させ，大規模な漁業被害をもたら

すことでよく知られる。しかしこの藻群の生活史と種

の同定および分類上の扱いなどについてはいまだ未解

決の問題が残されている。

赤潮構成藻の種名を明らかにする目的で，筆者らは

ここ数年来，特にシャットネラ属などを含む鞭毛性藻

類の分類学的研究に従事してきた。本論文ではシャッ

トネラ属についての研究結果を報告する。
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材料と方法

沈し細胞を集める。 3)2 %オスミウム隙・リン酸緩

衝液， 40Cで， 2........3時間帯固定する。 4)以後の操

作は古ij述の5)以下のJI関序に従う。この研究に用いた藻株はTable1に記した7株であ

る。これらは，保存されていた機関から筑波大学生物

科学系の培養室に移され.GPM 端地 (LOEBLICIIm 
1975)を用い.14時間明期10時間"告j関， 180C， 2000-

結 果

3000ルックスの条件下で培養された。観察にはt削Iff. 光学顕微鏡による観察:調査した7務株は，細胞の

期の細胞が用いられた。 大きさに基づくと二幹に分けられる。すなわち，大

光学顕微鏡観察には生きた試料と闘定試料(染色処 型の府ーと小型の群である。大型の群に属する株は

理)の両者を用い，固定および染色処理は小野(1978) Hiroshima-70， -71， Harima-78， Osaka-79の4株で，

の方法によった。顕微鏡撮影には生物顕微鏡(ニコン 小却の群に属する株は Maizuru-75，Kagoshimaー78，

・オプチフォト XF型)および透過型微分干渉顕微鋭 および Hiroshima-78の3株である。

(ニコン・オプチフォト XF・NT型)を用いた。 両群ともに言葉体は単細胞性で，外形は長卵形を基本

電子顕微鏡観察用の試料調整は以下のようである。 とした形である。大型のf，干の細胞はj毛さ約 50........130

1)熔養液中の細胞を， 可能な限り静かに手回し逃沈 μm，側 25........35μm，やや周平で前端付近が最もl隔が

機を作動させて集める。 2)集めた細胞試料を 5%グ 広く，後方になるに従って細く，やがて後端部は尾秋、

ルタールアルテ'ヒド・リン目安緩衝溶液 (0.2M， pHキ 突起になり，梓棒状を呈する(Fig.1)。鞭毛は細胞前

7.2)を用い. 40Cで30分........1時間前固定する。この 端の11.闘喉部から 2本伸びる。そのうちの 1本は前方に

場合0.6から 0.9モルになる量のショ糖を固定液に添 仲びて，すばやい波状運動をする遊泳鞭毛であるのに

加して浸透庄の調整を行う。 3)前述のリン酸緩衝液を 対し他の l本は細胞の外周に沿って後方へ伸び，ほ

用い，国定液に添加したショ糖の量を 1，1/2， 1/4， とんど運動性のない曳航鞭毛である。遊泳鞭ちは細胞

1/8， 0と濃度を下げながら，各濃度毎に10........15分間 の長さの0.8........1.5倍であるのに対し，曳航鞭毛は細胞

試料を洗浄する。 4)2%オスミウム酸・リン酸緩衝液 のj毛さとほぼ同じものが多い。しかしこの曳航鞭毛は

を用い， 40Cで3時間後間定する。 5)50-100%のエ 途中で切断しやすいためか，種々の長さのものが見ら

タノール・シリーズで脱水すゐ。 6)樹脂誘導から量 れる。細胞は裸で，矯養条件の変化にともなって外形

合までの操作は LUFT(1961)が記述した方法に従つ は変化しやすし、。しかしミドリムシ類にみられる独特

た。 7)切片には酢酸ウラニールとクエン酸鉛の2重染 な運動や偽足を出すようなことはなL、。

色を施す。 8)観察および写真録影には jEOL100C烈 細胞内は外部原形質 (ectoplasm)と内部原形質

透過型電子顕微鏡を用いた。なお上記の方法のほかに (endoplasm)の2部分が明瞭に識別できる。前者は葉

以下の別法も試みた。 1)地航期の細胞を含んだ 10ml 緑体を合むのに対し，後者は核などを含み葉緑体を含

の培養液に2%オスミウム酸水溶液 1mlを加え. 11=. むことはない。外部原形質の細胞表面に極めて近い部

体を闘定する。 2)ただちに 1500rpm， 2 -3分で述 分にはオスミウム酸液で黒色に染色される小球が無数

Table 1. Strains of japanese Chattonella used in the present study. 

Strains 

Chattonella Hiroshima-70 

C. Hiroshima-71 

C. Maizuru-75 

C. Hiroshima-78 

C. Harima-78 

C. Kagoshima -78 

C. Osaka-79 

Localities 

Hiroshima Bay 

Hiroshima Bay 

Maizuru Bay 

Hiroshima Bay 

Harima-nada 

Kagoshima. Bay 

Osaka Bay 

Institutes or universities where 
original strains were maintained 

Mie Univ. 

Hiroshima Fish. Stn. 

Hiroshima Fish. Stn. 

Hiroshima Fish. Stn. 

Hiroshima Fish. Stn. 

Kagawa Fish. Stn. 

Kagoshima Univ. 

Osaka Fish. Stn. 
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{/idl.'fにおける形態変化のIJi態などは大型のwrの媒体と
基本的.二は同じである。しし、て差ytを挙げると ，小型

のwrの訓111]包では，十五が制IIJJ包のほぼ'1づとに{立i位すること

おより、'.lVちのt/::るl制限，';1¥のへこみが若=r-i浅いことであ

る (Figs.2， 3)。調!日l包J'::I(II全体に小球が分布すること

(Fig. 7) ，および収縮JJ包やf.I~:ti，料放JJ包等を欠如するこ

とは大型調IIJJ包と阿僚である。

1 電子顕微鏡による観察 .大担と小型の一昨ともに，

2 3 
Figs. 1-3. Light micrographs of Chaltone//a 

anliqu.a and C. marina. 1. A cell of C. anliqua 

(Hiroshima-70 strain) fixed with 0.2% osmium 

tetraoxide. x700; 2. A living cell o[ C. marina 

(Maizuru-75 strain). x700; 3. A living cell of 

C. m.ιrina (Kagoshima-78 strain). x 700. 

に分布する (Figs.6， 7 ) 。 顕微r;~ 卜eではこれらの小球

は輝くので.決色しない状態でも観察:工作坊である

(Figs. 4， 5)。

集綜体lま J-~卵 Jf~で . t11M~色~制色を:5 1 し . 外，'ft)]J日 Jf，*

nの郎分に!京JWI1I1英の内側こiOって術こならぶ。それ
ぞれの.!ftH本は J~卵形のk州を制IIIJ包の '1 '心部に 1:けJて

位置するので，細胞全体としてはI ~~*J休は JjJr.身I:IK の

配列を示す (Figs.2， 3. 5)。協はナスj杉ないし卵形

で， J圭fj5約 10 μm ，内部WjtlWl'î の lìíi 、 I ':ì~)に位 ii'，':す る JÞJ

f守が多L、。ラフィドff<綱の他のいくつかの分Ui仰の泌
体 (例えばウミイトカタゾ Fibrocιtsa)atonlca， 

COJりIOSIOlnUIIl semen， ivJerolrichia bacilLalaで見

られるXJf3の体状の:tr'iii>isf'!(mucocyst)は認められな
い。しかし拶質の1~lfl、物体の分泌ないしは.iJI:I:の現

象は外部からの刺激などによ って起こることがある。

なお 淡水産ラフィド藻に共通して fバl'する作徴IY~ な

収縮JJ包は舵認できなかった。

小型のi洋に以する戸守 ット不ラの崩11胞はやや日平な

倒卵形もしくは l~倒卵形で， 長さ 30~55μ111 ， I陥 20

~30μm である。外部形態や創11胞内部の階地および遊

細胞は光学顕微鏡でも係認されたように。 二つの原

JWl'iの分illii;mが，微調1II，'I;.ijj~r i'ドJにも谷易に ~ilX 7JIjできる

(Figs. 8， 13， 18)。外消防[)移民と内情l京j形L'iとを仕切

る付加!なj'，1'i造はMli訟できないが， J，'，i縁部は多数の葉緑

休をもち，また紋1]包化の 月しい原形質で あるのに対

し， '1-'央部は{亥やリポ 1一人加料1ーにおむことで特徴

づけられる。

調IJJJ包は燐Jlーや調IIJJ包1lてなどの外純;こ包まれることはな

く， IJiUffl't ij英が:i' (Jt~ト y~ と J必ずる。 JJíU杉:tl1J史の内仮1]に

は~illlJ央に 11M まれた小j，j(が多数分 11 i する ( Figs. 8， 20)。

小球は'di子術皮の!日'J~、 J求状 ， また!土 J，j(状.こ近い塊状の

内容物と，)jHIf:j;J，の|ノォ作物のL、ずれかを含む(Fig.20)。

iiiT-，v，はOlislhodiscl/.sLu.leusで LEADsEATER(1969) 

が名づけた sphere，後行は同じく mucilag巴 vesicle

とI呼んだ構造体に相当すると忠われる。またこの小球

は， )、きさは~I~ なるが， ラフィド荻のウミイトカク

シ (Fibrocapsajaponica) (全(t者ら，未J[;J'::)や Co-

nyosloJJJl/.m semen (lVIIG¥01'， 1974)で知られた料i液

IJ包と構造が頬似する。なおこれらの泌殺では 粘液)泡

|付の球状または隊;伏の塊が.そのJ.f.聞からhiiれるよ う

に級紙状に変化 して L 、く j位位が íì{~認されている。この

ことから， 本淡の 小上位11小j彩の品li11俊胞とも解釈でき

る。細胞Tiij端のIIl!jl政部付近11外部原}移民のl刊が椅くな

るが，とくにIIl!j阪の低;;1¥では傾端:こ祢くなり .外部l京

1fniがほとんどなL、状態となる。 2本の縦壬はこのIIlbj
H侯の底，'mと内部原形質が後する部分から生じ，特E=在進
j~4)袋 itl~は }j~i';i)hjt形'flに{{イl二する (Fig.21)。この装置

は基隊小体，微小竹系および繊維系鞭ち根よりも地成さ

れる。ここには rhizostyleとH干ばれる級ち恨が， 2iE 

底小体と核の1<.聞とを繊*m:伏構造と微小管でつなぐ構
造として存イEする (Fig.9)。 核は1求形に近いが，知1

IJ包iIITブjl;ニ}:，)l 、74f部分がうた:L:して rhizostyle の一端と

接訴するため，全体の}f，*は涙病状あるL、はナ λ形を呈

する (Fig.9， 10， 21)。似の突出音1)の表而を被うよう

にゴノレジ体の肘J疫が発注する (Fig.10)。 ミトコンド

リアは)，jè:伏またはt'fiH~状で， 内部原形質に分布する
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7 
Figs. 4-7 しightmicrographs of Chatlonella antiqua and C. marina. 4，5. Parts of a living 

cell of C. antiqua (Hiroshima-70 strain)， showing small globules (arrows) distributed in the 

cell p巴riphery.x 1400. ch; chloroplasts. (Nomarsky). 6， 7. Surface views of a fixed cell of C. 

antiqzω (Hiroshima-70 strain) (Fig. 6) and C. marina (Maizuru-75 strain) (Fig. 7)， showing 

small globules as black dots stain巴dwith osmium tetraoxide. X 1200 

(Figs. 17， 22)。 ミトコンドリアの内部J主管:伏クリス

テで苅されるが， しばしば直線的にjてくのびた変形ク

リステの米がミトコンドリアの中心部を縦断すること

がある。このような弘之形クリステは20~30木が点状に

後JiTlしてできたもので， 1個のミトコ ンドリアにこの

来が 1ないし 2木存存する (Fig.17)。来:線体は倒卵

形ないし長卵形でピレノイドをもっ。ピレノイドは葉

緑体の釧Jl包中心部側;こ位置 し， そのノ亡きさは:!l~緑体全

体の容抗の1/4~1 /5を占める。楽緑イヰ内には 2~3 重

のチラコイドからなるラメラ系が，多くの場合，架線

体の長!14h方向に平行して多数存イじする。チラコイドの

いくつかはピレノイドの基質|付にまで入りこんでいる。

この基質内のチラコイドは lまたは2mからなるラメ
ラ系で，分校するものもあればしないものもあり ，そ

の配列には特別の規則性は認められない。なお典型的

な)，'~縁ラメラ (gi rd l e lamella)はlin認できなかった。
しかし川紋ラメラをもっ藻類の架線休に例外なく存在

することがま日られるジェノフォア (genophore)がピ

レノイドと楽:緑体ス トロマがt妥する左右の部位二認め

られた (Figs.11， 19)。葉緑体外l撲は二重朕から成り，

その外側にはさらに二重膜の築緑体E.R.(chloroplast 

endoplasmic reticulum)が取り聞む (Figs.11， 19)。

ピレノイドの先制付近のこれらの肢のわずかなr::1隙に

は periplastidalnetworkとJI子ぶ小胞;1丈の桝造が存在

する (Fig.12)。筑色植物I"J(Chromophyta)で一般

に知られる核l決から派生した核 E.R.と葉緑体 E.R.

との辿絡は本fJ/~では確認されなし、。

小型の1洋のシャットネラの細胞の内部椛造は基本的

には大型の訴のそれと類似する。注目すべきことに，

Maizuru-75と Hiroshima-78の2F.V~株の核内にパタ

テリアと思われる物体の存在が認められた (Figs.13， 

14， 15)。このパタテリア様物体は料状ないし]米状で，

2または 3}I;"II の梨IIJl~岐に閉まれ，内部は倣質1(1\に相当

すると};!:(われる繊利[jJlに日んだ内容物で11:1.，ずこされる。

このパタテリアにはkmJl包外被桃造物らしい川は秘めら

れないが，外。!II ;こ不定形の電子密度の~':j \，、物1'1の諮るT
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Figs. 8-12. Electron micrographs of Challonella antiqu.a. 8. Longitudinal section. showing 
ectoplasm (巴c)containing many peripheral chloroplasts and endoplasm (en) containing a 
nllclells， mitochondria and som巴 otherorgane¥les (l-liroshima-70 strai口). x 3000; 9. A nllclellS 
connecting with rhizostyle (rh) in the cytoplasm (Hiroshima-70 strain). x 2000; 10. Several 
Golgi bodies (g) covering th巴 lateralprojection of a pyriform-shaped nllclells (Hiroshima-71 
strain). x 9000; 11. A chloroplast containing a pyrenoid (py) and a genophcre (gp) (Hiros-
hima-71 strain). x 10000; 12. A part of pyrenoid， surrouncled with chloroplast envelope 
(indicatecl by dOllble arrow heads) and chloroplast E.R. (triple arrow heacls). There is a 
periplastidal network (single arrow head) n巴ar th巴 top of pyrenoid (¥-liroshima-71 strain) 
x 26000. 

51 
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Figs. 13-17. Electron lllicrographs of Chatlonella 11Lal-ina. 13. S巴ction of a cell， showing 

distribution of lllany chloroplasts in the ectoplaslll and a nucleus in th巴巴ndoplasm(Maizurll・75

strain). x 2400; 14. A nuclells possessing endonuclear bacteria (Maizuru-75 strain). x 3300; 

15. A nucleus infected by bacteria. A rhizostyle is present being connected with nllclear 

surface (Hiroshillla-78 strain). x 5000; 16. Endonuclear bacteria surrounded by two-or three. 

layered cell coverings within the nucleus (Maizurll-75 strain). x 26000)， (Ne: nuclear envelope) ; 
17. Mitochondria possessing a bundle of cor巴dcristae (Maizurll-75 strain). x 26000 

が認められる (Fig.16)。これらパクテリア状細胞の

微細構造上の特徴は従来渦縦屯泌匁lやミドリムシ類の

以内で士11られたバクテリアのそれとよく一致する。淡

水産ラフィド務の Gonyosto11!ll1nsemenの原形質中

にもバクテリ アが存在する仰lが鰍告されている事'.tな

どを考えあわせると，小型シ十ットネラの依内のこの

構造物11パタテリアと結論してよいとJLLわれる。

ところが， 小却のシrトネラ詳の他のが引先， Iくago-

shima-78株では，後内バクテ リアは見られず (Figs.

18， 21)，またミトコソドリア内に束を形成する変形ク

リステも見られなかった (Fig.22)。
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Figs. 18-22. Electron micrographs of ChalLonella 71la1'ina (1‘~agoshima-78 strain). 18. Section 

of a motile cell， showing vacuolated ectoplasm and endoplasm with ribosomal granules. 

x 2400; 19. A chloroplast， in which two genophore pro日iles，a girdle lamella and a pyrenoid 

invaded by several thylakoids， are seen. X 7000; 20. A peripheral part of the cell， showing 

distribution of many small mucocysts (mc) which contain fibrous and electron dense inclusions. 

x12000; 21. Anterior part of the cell， showing a nucleus which'projects towords the flagellar 

basis. A nucleus is characteristic pyriform-shaped， and two flagella (f) arise from the bottom 

of gullet. x 5300; 22. Mitochondria possessing many tubular cristae which do not have 

bundles of cored cristae in their matrices. X 17000 
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Table 2. Comparison of ultrastructural and morphological characteristics of Japanese 

Chattonellas and C. subsalsa. 

¥ Chloroplast and pyrenoid 

¥ 
¥ Characteristics 

¥ ・+。回圃」 4国4 

‘axa 

EE E 量自目
・4-国U 包国ー』2 .J a ;pecles 

gJi E 語ames and 

司s 昌E 
ち・4邑同4 

回世g 国

凶E E 包CI) ・O唱-』同2 
υ 4) 3宮.5 

ChattoneUa antiqua 

C Hiroshima-70 50-130 
C. Hiroshima-71 + + + + Present paper 

C. Harima-78 x25-35 

C. Osaka-79 

Chattonella marina 30-55 

C. Maizuru-75 x20-30 + + + + + Present paper 
C. Hiroshima -78 p.m 

Chattonella marina 30-55 

x20-30 + + + Present paper 
C. Kagoshima-78 μm 

+|-l-
30-50 

Chattonella subsalsa x15-25 Mignot (1976) 

μm 

考察

筆者らが今回調査した本邦産シャットネラ属の7株

型のシャットネラ，第三は核内パクテリアをもたない

小型のシャットネラである。これらの三群の細胞の内

部構造は基本的には互いに極めてよく類似する。とこ

と，さきに MIGNOT(1976)が研究したヨーロッパ産 ろが， これら三群と C.subsalsaとを比較すると，

の Chattonellasubsalsaの体の外部形態と内部構造 葉緑体の構造に著しい相違のあることがわかる。すな

を比較して Table2に示す。 Chattonellaを設立し わち， C. subsalsaの葉緑体では， 1)周縁ラメラおよ

たBIECHELER(1936)は，細胞内が外部原形質と内部 びジェノフォアが観察されない， 2)ピレノイド基質に

原形質の二つの分画部から成ること，および収縮胞を 接する各チラコイドの先端が一様に膨潤する， 3)ピレ

欠如することを属の大きな特徴に挙げている。 Table ノイド基質にはチラコイドが侵入しな L、。 これに対

2からもわかるように，今回調査した藻株はいずれも し，本邦産のシャットネラ属の7株の葉緑体では， 1) 

これらの形質をそなえている。 周縁ラメラおよびジエノフォアをもっ， 2)チラコイド

さて，本邦産の7株は，細胞の大きさに基づくと， の先端が膨潤することはない， 3)ピレノイド基質にチ

二つの群に，そしてさらに核内パクテリアの有無を分 ラコイドの一部が侵入する， などの特徴が認められ

類形質にとり入れると三つの群に分類できる。第ーは る。原記載によると，外部から急激な刺激を与えると

大型のシャットネラ，第二は核内パクテリアをもっ小 C. subslasaの細胞はオーボエ形の内容物を射出する
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という。しかし上記の本邦産の7株ではそのような射

出装置の存在は認めることができなかった。以上に挙

げた細胞内構造の諸形質から判断すると本邦産のシャ

ットネラ属の藻頬は Chattonellasubsalsaとは別種

と結論してよいと恩われる。

本邦産のシャットネラ属の藻類の種名について考察

してみたL、。第一の群である大型のシャットネラは，

1974年に原生動物学者の HADAが瀬戸内海に赤潮と

して出現する鞭名性生物をミドリムシ額の新属新種と

して記載したムカシウミミドリムシ (Hemieutrettia

antiqua)と一致する。 HADA(1974)がこの属をミド

リムシ類Iこ所属させた恨拠ば， 1)細胞内にパラミロン

様の粒子をもっ， 2)未発達であるがV字型の貯溜胞を

もっ， 3)ミドリムシ類にみられる粘液胞 (mucous

body)をもっ，ことにあった。しかし観察の項でも

述べたように，これらの三つの形質は電子顕徴鏡を用

いた観察;こよっても確認することができなかった。さ

らに筆者らはこの本邦産の大型シャットネラの色素分

析の予備調夜を行い，この藻がクロロフィノレbを欠く

ことおよびフコキ叶ンチンをもつことを確かめた(未

発表)。 これらの結果はこのシャットネラがミドリム

シ頬に所属する群ではないことを示している。最近

ONO and T AKANO (1930)はムカシウミミドリムシ

をラフィド藻綱のシャツトネラ属の一員と認め，

Chattonella antiqua (HADA) ONOの新組合せ名を

提案している。筆者らはこの扱いについては賛成であ

る。 しかし不可解なことに， 彼らは， この種と C.

subsalsaとが異なる主要な形質であるとした葉緑体

の微細構造について，何等の具体的な証拠を示してい

ない。今同の筆者らの論文がその証拠を図示した最初

のものである。

次に第二の小型のシャットネラについてであるが，

藻体の大きさの点を除くと，外部形態および内部構造

が大型のシャットネラと基本的に違わないことから，

筆者らは当初，このシャットネラは，パタテリアの核

内感染による大型ンャットネラの媛少化したものでは

なかろうかと推測した。しかし小型のシャットネラ

でも， 第三の群の Kagoshima-78株のように，核内

にパクテリアを土たないものもあることを知るに及

び，第二と第三の群は同一分類群と見なしそれは第

一の群とは分類上独立させて扱うのがより自然である

と考えるに至った。ところで，いまだ微細構造の研究

が行われていないが，シャットネラ属の他の一種にイ

ンド産のものがある。 1954年に SUBRAHMANYANは

インド西海岸 Kozhikodeの WestHill海岸の赤潮

の主要構成鞭毛藻を研究しこれをラフィド藻の新民

新種であるとして Hornelliamarina SUBRAHMA-

NYANの名を与えた。彼が与えた記載文と図から判断

すると，この誌がシャットネラ j~のメンパーであるこ

とは間違いな L、。既に HOLLANDE と ENJUMET

(1956)はアルジェ産の Chattonellasubsalsaを研究

した際に Hornelliamarina SUBRAHMANYANは

この種の異名であるとしまた FOTT (1971) も

Hornelliaは Chattonellaと同ーのものであると記述

している (p.443)。筆者らは Hornelliaが Chatto・

nellaの異名であるとする見解には賛成である。しか

しHornelliamarinaとChatlonellasubsalsaが同

へ鍾であるとする見解には質成できなL、。本邦産の小

別のシャットネラとインド洋の Chattonellaとは，細

胞の大きさ，形，オーボエ形の射出装置をもたないこ

となど光学顕徴鏡レベルの形態的特徴が酷似している

点，およびインド洋と日本南部海域の海産生物の分布

の類似の程度等から判断して，ここではむしろインド

産の Chattonella と本邦産の小型のシャットネラと

は同じものと考えたし、。残念なことに，インド産の穏

については微細構造の研究がいまだ行われていない。

しかし上述の経緯を考慮して，この論文では本邦産

の小型のシャットネラをインド産のものと同一種とし

て扱い，その種名を Chattonellamarina (SUBRAH-

MANY AN) HARA et CHIHARAと呼ぶことを提案し

たい。将来インド産の藻の細胞の内部構造等が研究さ

れ，本邦産のシャットネラとの差異が明らかとなれば，

本邦産の小型のシャットネラは新種として扱われるべ

きである。

さきに述べたヨーロッパ産の Chattonellasubsalsa 

に相当する藻は本邦では未だ記録されていな L、。最

近 5-6月頃に瀬戸内海に出現する“球形タイプ"

と呼ばれる藻は釘形の射出物 (C.subsalsaのオーボ

エ形射出物と酷似する)を放出するらしいので(高山，

私信)， C. subsalsaと同ーか，また極めて近縁なもの

かもしれない。 “球形タイプ"の藻の徴細構造上の研

究が待たれる。

以上述べたことをま経理すると， 現時点ではシャッ

トネラ属には下記の三種が認められ， そのうちの C.

antiquaと C.marinaの二種が日本沿岸に生育する

と結論したい。

Chattonella subsalsa BIECHELER 

Arch. Zoo1. Exper. Gen.， 78， 80， f. 1-3， 1936. 

Type locality. Salins de ViIleroy， Sete， France. 

Geographical distribution. The Mediterranean 
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Sea: France (BIECHELER 1936; MIGNOT 1976)， 

Algeria (HOLLANDE and ENJUMET 1957) 

Chattonella marina (SUBRAHMANY AN) HARA 

et CHlHARA comb nov. 

Basionym. Hornellia mari耳目 SUBRAHMANYAN， 

Indian J. Fish.， 1， 200， f. 1-14， 1954. 

Type locality. Malabar coasts， India. 

Geographical distribution. India: Malabar coasts 

(SUBRAHMANY AN 1954)， Japan: Maizuru Bay 

(TAKAYAMA 1975; TANAKA et al， 1977， as 

Hemieutreptia antiqua)， Seto Inland Sea (T A-

KA Y AMA 1978)， Kagoshima (NORO and NOZAWA 

1980， as Chattonella sp，; ONO and T AKANO 1980， 

as Chattonella sp.) 

Chattonella antiqua (HADA) ONO 

ONO & T AKANO， Bull. Tokai Reg. Fish. Res. 

Lab.， 102， 93， f. 1-5， 1980. 

Basionym. Hemieutreptia antiqua HADA， Bull. 

Plank. Soc. Jap.，20， 124， f. 3-7. 1974. 

Type locality. Seto Inland Sea， Japan. 

Geographical distribution. Japan: Seto Inland 

Sea (IWASA[(I 1971， as Eutreptiella sp.; TAKA-

YAMA 1972， as Hemieutreptia antiqua，; OKAICHl 

et al， 1979， as Hornellia sp.) 

最近 LOEsLlCHnr と FINE (1977) は Oli-
sthodiscusや Fibrocapsaを含めた Chattonellaを

記述している。この点についての筆者らの見解は別の

機会に述べたし、。

培養株を分与して下さった岩崎英雄教J受(三重大学

水産学部)，矢持進氏(大阪府水産試験場)，高山H古義

氏(広島県水産試験場)，小野知足民(香川県水産試験

場)，野沢治治教授(鹿児島大学水産学部)にお礼を

申し上げる。メL茂隆三教授(東京大学海洋研究所)に

は筆者らの赤潮構成藻の研究に多大のご高配を賜わっ

た。厚くお礼を申し上げたい。
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